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は古くからなされてきた（ ， 細井 ， ， ）。中でももっとも
よく使用されるのは，ラスキンら（ ， ）の自己愛人格目録（ ）であり、日本語版（大
石 大石・福田・篠置 宮下・上地 ）や、その短縮版も作成されている。（小塩 ，
， 谷 ）
また、この他にも （ミネソタ多面人格目録）との関連をみた自己愛尺度 （自己愛性人格障害
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に依存する、 自己を素直に語れない、の 点をあげている（北西 ）。
この北西（ ）の指摘を受けて、本研究ではこの つの側面から「自己価値にとらわれない」あるが
ままの自己を信頼する「健康な自己愛」の状態をとらえる尺度の作成が可能であると考えた。したがって、






































































県内の私立短期大学保育系の学科 年生 名（男子 名、女子 名）平均年齢 歳 ヶ月（男子
歳 ヶ月、女子 歳 ヶ月）に対して、上記 項目（ 段階評定）からなる質問紙を講義時間に集団的に
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その結果、最終的に表 の 項目が選定された。第 因子は「不健康な自己愛」、第 因子は「他者の
憶測を気にする」、第 因子は「自分を語れない」と命名した。









研究 の目的は研究 で構成された 尺度の信頼性と妥当性を検討することである。
基準関連妥当性の検討のために、研究 で得られた 尺度の下位尺度得点を用いて関連すると考えられ
る尺度との相関を検討した。関連の検討は以下の予測 から に基づいて行われた。























よって の 側面の一つである「注目・賞賛欲求」は 尺度の つの下位尺度の「不健康な自己
愛」「他者の憶測を気にする」「自分を語れない」の全てに負の相関を示す（健康であることを示す）と考
えられる。

























対象 県内の私立短期大学保育系の学科 年生 名（男子 名、女子 名）、平均年齢は 歳 ヶ
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当てはまらない」「全く当てはまらない」の 段階評定（ 点）。（ 尺度は得点が高いほど不健
康な自己愛を示す）
（自己愛人格目録）の短縮版
自己愛研究でもっともよく使われる （自己愛人格目録）の短縮版 （小塩， ）は以下の
側面をもつ尺度である。「優越感・有能感」（例 私は才能に恵まれた人間であると思う、など 項目）「注
目・称賛欲求」（例 私はみんなからほめられたいと思っている、など 項目）「自己主張性」（例 私
は自分の意見をはっきり言う人間だと思う、など 項目）、以上合計 項目。 段階評定（ 点）。
自尊心尺度（ ）
本研究では、自尊尺度として、ローゼンバーグ（ ， ）の の邦訳版（星野







予測 はすべて支持された。予測 では の 側面の一つである「優越感・有能感」は 尺度の
つの下位尺度の「不健康な自己愛」「他者の憶測を気にする」「自分を語れない」全てに正の相関をもつ
と考えたが、予測通りの結果であった（表 ）。
予測 では の 側面の一つ「注目・賞賛欲求」は 尺度の つの下位尺度の「不健康な自己愛」
「他者の憶測を気にする」「自分を語れない」の全てに負の相関を示す（健康であることを示す）と考え
たが、「自分を語れない」とは相関がみられなかった。




















とらわれ」（ 項目） ，「他者の憶測を気にする」（ 項目） ，「自分を語れない」（ 項目）
の結果を得て，十分な安定性が確認された。また表 に明らかなように、高い 係数が示され
ており，十分な内的整合性が確認された。以上の結果より，本尺度の高い信頼性が確認された。































































研究 より、健康な自己愛を測定する 項目が選定され，因子構造は 因子構造であることが明らかと
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「全く当てはまらない（ 点）」「あまり当てはまらない（ 点）」「どちらとも言えない（ 点）」「どちら
















































「はい（ 点）」「どちらかといえばはい（ 点）」「どちらともいえない（ 点）」「どちらかといえばいい
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